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米海軍厚木基地は、１月２８日午後１時頃、厚木基地を拠点とする第２７戦闘攻撃飛行

隊に所属する戦闘攻撃機ＦＡ１８Ｅスーパーホーネットの部品鉄パイプが、綾瀬市大上の

住宅ベランダに落下するという事故が発生したことを発表した。落下物は、長さ５６．５

㎝、直径３㎝のパイプ状の金属部品であることが明らかにした。この部品が、住宅の雨ど

いを突き破り２階ベランダにあった窓ガラスを割った。米軍の発表では、けが人はなかっ

たとのことであるが、ベランダで防音工事作業中の男性を直撃したら、重大な人身事故に

なったことは明らかである。これらのことを考えるならば、今回の米軍機による部品落下

事故は、きわめて重大な事故であると言わざるをえない。 

 住宅地における米軍機の落下事故は、昨年２月１７日にも綾瀬市で発生しているなど、

これまで何度となく繰り返されてきたが、今後このような事故が繰り返されるならば、重

大事故につながる恐れがある。 

日頃から米軍機の爆音に悩まされている住民は、このように度重なる事故に対し、不安

と怒りを広げている。県民・市民の不安と恐怖は計り知れないものであり、防衛省は、米

軍に対し厳重に抗議することを強く要請するものである。 

 今後、このような事故を二度と発生させないために、次の点を緊急に米軍に強く要請す

るよう申し入れる。 

 

 １．なぜこのような落下事故が発生したのか、原因を徹底究明し、責任の所在をあきら

かにするとともに、その結果を公表すること。 

 

 ２．落下事故を起こした軍用機との同型機は、原因が究明されるまで飛行を中止するこ

と。 

 

 ３．問題の根本的な解決のためにすべての訓練を直ちに中止し、厚木基地を撤去・返還

すること。 

 



                               以  上 

なお、冒頭にはたの元参議院議員より米軍から被害者への謝罪を強く求めることを要請し

た。 

 


